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〈論文内容の要旨〉
夫婦をとりまく困難には、家庭内に生じるものと、家庭外で生じて家庭に流入するものがある。
いずれか一方がそうした困難を抱え、精神的健康が悪化した場合、それは本人のみで完結するも
のではなく配偶者にも何らかの影響が及ぶことが考えられる。同様に、困難に対して行うコーピ
ング(対処行動)についても、本人への効果、配偶者への効果、夫婦関係維持への効果を区別し
なければならない。これらを踏まえて本研究は、仕事によるストレスと家庭内ストレスが相互に
影響し合う状況において、夫婦三者間に起こるコーピングとその効果のメカニズ、ムを解明すると
ともに、仕事から家庭に持ちこまれるネガティブな側面やポジティブな側面が、夫婦関係維持の
ために行われる関係焦点型コーピングにどのような影響を与えるのかを検証することを目的とし
た。
本論は、三部 11 章から構成される。第一部は、本論が依拠する理論を踏まえた文献検討を行い、
本論の目的を示した。 1 章では、夫婦を取り巻く困難を、仕事と家庭各領域で発生する困難(スト
レス理論)と、各領域の相互影響で発生する困難(スピルオーバー理論)の観点から整理し、夫
婦の一方が感じる困難が、他方の配偶者に影響するクロスオーバー効果についての先行研究をま
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とめた。 2 章では、個人のコーピングに関する先行知見を概観し、コーピングを夫婦二者問の相互
作用としてとらえる必要性を示した。 3 章では、夫婦システムと職場システムの関連を検証する必
要性と、夫婦二者間コーピングメカニズ、ムを解明する必要性を示し、 Bronfenbrenner の生態学的
システム理論に沿ったモデル図を提示した。
第二部では、第一部の問題を実証的に検証した。 4 章では、共働き夫婦を対象に、個人のコーピ
ングの 3 側面(積極的な問題解決、回避的な問題放置、相談)による配偶者効果について、仕事
と家庭のスピノレオーバーと抑うつ度から検討した。その結果、仕事と家庭の両立のポジティブな
側面は夫婦問で関連すること、妻の問題解決の高さが夫の抑うつ度の低さへの配偶者効果をもつ
ことが明らかとなった。 5 章では、子育て期の親世代を対象に、相手と話し合う側面を示す積極的
関係維持、自分の気持ちを抑制する側面を示す我慢・譲歩的関係維持、配偶者と距離を置く側面
を示す回避的関係維持の 3 側面を備えた関係焦点型コーピングの尺度化を行い、妥当性、信頼性
を検証した。この尺度を用いて、 6 章では、子育て期の夫婦を対象に、夫婦の関係焦点型コーピン
グ、のパターンを検証した。その結果、積極的関係維持の頻度の高さは結婚満足度の高さや精神的
健康度の良好さと関連すること、回避的関係維持の頻度の高さが結婚満足度の低さと関連するこ
とが示された。また、夫と妻双方が積極的関係維持を行う夫婦において、妻の精神的健康が最も
良好であったことから、妻だけでなく、その夫が積極的関係維持を多く行うことが妻の精神的健
康の維持向上に重要であることが明らかとなった。 7 章では、夫においても妻においても、仕事領
域から家庭領域へ流れ込むポジティブな側面を感じる頻度が高いほど、積極的関係維持の頻度が
増加すること、また、妻が行う積極的関係維持の頻度の高さが、夫の精神的健康の良好さにつな
がる配偶者効果をもつことを示した。 8 章では、共働き夫婦を対象に、夫婦同席面接であるジョイ
ント・インタビューを行った。これにより、発生した夫婦間ストレス場面を収束させるような夫
婦の行動の連鎖が吟味され、我慢・譲歩的関係維持と回避的関係維持には夫婦げんかや夫婦問の
緊張を予防する補助的な効果が見られることが明らかとなった。
第三部は、第二部で得られた知見を踏まえて考察を行った。 9 章では、夫婦二者間の配偶
者効果は相手のコーピングが知覚可能であることにより生じること、夫婦問ストレスの予防に関
しては我慢・譲歩的関係維持と回避的関係維持が有効であること、しかしながら、夫婦問ストレ
ス場面の最終的な収束には積極的関係維持が有効であることについて、夫婦間ストレス場面の発
生から収束までの文脈に沿って考察された。 10 章では、仕事から家庭にもちこまれるポジティブ
な側面は、積極的関係維持を通して、夫婦双方にポジティブな影響を与える一方、ネガティブな
側面は個人レベルでの影響にとどまり、夫婦相互作用を通した配偶者効果には必ずしも至らない
ことが、相互の思いやりや気兼ねを含めて考察された。 11 章では、夫婦関係をとらえる視点とし
て、家庭内と家庭外のシステムの相互影響とともに、夫婦各々が個人と相互関係維持のために行
教 47
うコーピング努力をとりあげることの研究的意義と臨床心理学的意義が示された。
〈論文審査の結果の要旨〉
ストレスに対する個人のコーピング(対処行動)とその効果に関しては、従来から多くの知見
が蓄積されてきた。その一方で、個人の単位ではなく夫婦という単位に着目し、二者関係におけ
るストレスコーピング過程を詳細に解明しようとする試みは極めて少ない。また、二者間コーピ
ングが検討される場合にも、一方が疾病を抱える夫婦が対象となる等、特別な条件下に限られて
いた。本研究の第一の成果は、家庭と仕事の両立をめざす一般的な夫婦のストレスについて、夫
と妻の各々が行うコーピングが、本人に与える影響と配偶者に与える影響を明らかにしたことで
ある。さらに、夫婦のストレスーコーピング体験は、二者に共通の家庭内領域と各々に固有の家庭
外(職場)領域で起こっていること、および一方の領域のネガティブあるいはポジティブな体験
は、他方の領域に流入(スピルオーバー)し影響を与えていることを重視することにより、夫婦
二者間コーピングのメカニズムの解明に向けて、生態学的にアプローチすることに成功した。
第二の成果は、夫婦がその関係を維持するために行うコーピング(関係焦点型コーピング)に
関して、相手との話し合いを中心とした“積極的関係維持"、自分を抑える“我慢・譲歩的関係維
持"、相手と距離を置く“回避的関係維持"の 3 側面による評定尺度を構成し、夫婦ペアによるコー
ピングパターンを類型化したことである。これにより、夫婦単位のコーピングパターンと各々の
精神的健康および結婚満足感の関連を明らかにした。
次に本研究が挑んだのは、夫婦が関係を維持するための関係焦点型コーピングを、類型ではな
く、累積的連鎖としてとらえることであった。夫婦ジョイント・インタビューを用いて、問題が
解決されるまで、の夫婦の行動の経緯を追った結果、従来は不適応的であると指摘されていた“我
慢・譲歩的関係維持"および“回避的関係維持"コーピングが、夫婦の緊張緩和のための補助的、
予防的役割を果たしている可能性を示した。これが本研究の第三の成果である。
以上のように、本研究の最大の特色は、コーピングを単に個人内に完結する問題解決の方法と
してではなく、親密なパートナーシップを築く人間関係の中で起こるダイナミックな相互作用と
してとらえなおしたことにある。たた、し、夫婦のストレスーコーピングの実態が明らかとなった
一方で、夫と妻が行うコーピングが相手に与える配偶者効果の差異は何によってもたらされるの
かという点には不明瞭さが残った。また、子どもを含めた家族内の相互作用、家族ライフサイク
ルを念頭においた夫婦関係維持コーピングの変容など、本研究が残した課題も指摘される。しか
し、二者に共通の行動領域(家庭)と異なる行動領域(職場)の多水準システムが交錯する環境
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において、双方の問題解決行動を描写し、その多面的な影響関係を実証的に示すことによって、
内容的にも方法的にも臨床心理学研究に大きく貢献した点は高く評価される。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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